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また好ましいハード・ソフト・ヒューマン・ウェアのあり方についても総合的な立場て゛考える、国家的な
レベルて゛のスポーツ経営や公共(lりな立場あるいは氏'１１１の立場でのスポーツ経営学(1り視点が求められている。
今迄は、経営という上施設の；'１拙符1111、遮営といった狭義のマオ､－ジメントのみであったが、これからはい
わゆるアドミニストレーションが求められるのである。それと共に、これらの発想の原点となる経営学の１１１１
念、思想、哲学についても深い考察がなされる必要がある。哲学なき学'''1は不毛て゛ある。
たとえばY両丘は、マスメディアを通じてのいわゆる興行的なう゜ロスポーツのイヴェントが艦んに行われ、
このようなものがスポーツと名付けられている。しかし、クーベルタンやカールデイームは興行的に金銭を
'三|的として行われる職業スポーツは、いくら新'111のスポーツ欄で扱われていても決してスポーツて゛はないし
Iﾘ1確に言い切っている。私達は兄せ物と真のスポーツ精ﾈ''１について６１ﾘｌ１ｉｌｌｉな1111解が必要である。
⑥スポーツ人'二l輔〃'1と多様なスポーツ桁導者の養成Ｌ１ＭＩｉｌ采
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スポーツ指導者というとすく゛に現場の実技指導者という風にイメージ的に短絡しがちである。しかし現在
では指導者はむしろ、スポーツ関係のソフトウエア提供者として考え方が正しくフレーミングできる。ざっ
と分類して指導者は、オペレーション（技術)、ユーティリティー（ライフ)、マネージメント（ilMI織)、デイ
シジョンメーキング（意志決定）の各ステージに分類できる。実際にはｲltl々のlfi導者やオルガナイザーの特
性は極めて多岐にわたっている。指導肴やオルガナイザーと－口にいって６－附可のための？ということが
今後のソフトウエア分野の開発には必要となろう。それと共に認定だけでなく、養成後研修したり、ライフ
サイクルを考え、どのようにこれらを鴬存させてゆくかといった経営的な視点が必要である。わが国では現
実の指導者養成のソフトについては手法論、手続論に関する知識の伝達が多く、人々にスポーツの真の喜び
や感動を与えるような最も本質的な部分は全く欠落しているところに馴犬の指導者養成の根本的欠点や、誤
りがある。
⑦施設や機器の工業化のきざし
施設建設や整備にあたっては、工業化（標mlfi化、専|Ⅱ]化、簡素化、直接化、巨大化、省エオ､、省力化）に
より徐々にコストダウンが行われるようになった。またＴＱＣ（トータル・クオリティー・コントロール）や
ＶＡ(｛､i値分析）やzDがようやく行われるようになってきた。それとともに不要な付加Iili値をつけたコスト
アップ・llUt略がはかられているといった状況もある。まず工業化の前提て゛あるIＥ（インダストリアル・エンジ
ニアリング)やSＥ（システムエンジニアリング）の手法が応川されるべきで、これにより従来のような施設
のモニュメント化、オーダーメイド化を少なくし、モジュール化を可能とする必要がある。そして、機能的
で安全、利|更快適な施設をできるだけ安Imiに利用に供する必要性がある。施設や場の整備の本質はどこにあ
るべきかというこ'二についてもポリシーがIil堂立されねばならない。
○スポーツ経営システムへのアプローチ
ー情報ユーティリティの整術こそ第一歩_
このように、情報化はスポーツのあらゆる領域において'''1題を提起するとともに、その個々の場の変化を
もたらし、また要求している。これらの変化の方lfT1を見定め、その健全な発達をはかるには、従来のような
放射的思考だけでなく、循環的、総合的、包括的見方に立ちそれぞれの要素要因の相互関連、位置づけがな
されねばならないであろう。それには、情報化1噺上にマッチした新しい{illi値観すなわち自然との共生（シン
パイオシス）やＪ・フーラテイスエが主張するような実験科学的思考に裏付けられた技術との共生という条
件を踏まえてスポーツのあらゆる分野における情報ユーティリティの整備をはかる必要がある。スポーツ経
営者にアプローチする場合、これが広義のスポーツ経営システム整備という概念て゛あると考えられよう。
情報ユーティリティの整備は、スポーツの活動領域における情報の量的、質的な分布密度を、従来のよう
に特定の部分に偏在したものから、均等の最適分布に近づけ、その情報の発生から、消費、記録（ドキュメ
ンテーション）までのフローを秩序化するものである。この結果図表一３のように従来放射的に感性（パト
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ス）のみに依存し発達をつづけそれぞれの先端が袋小路になり、イＩｌｎのコミュニケーションが不足して発達
がスローダウンしているスポーツの各領域は、情報密度の高まりとともに、円を柵くように循環的、総谷的
な操作をすることが可能になる。このようにして各領域の集積化が行われることになり、インテリジェント
化の進んだスポーツの経営システムの整備が行われるのである。（つまり経営システムとは班I生（ロゴス）に
よる感性（パトス）のサポートシステムなのである）
しかしながら、このような情報ユーティリティーを可能とするには具体的には、次に挙げるような、枢|々
の課題を解決することが必要である。何Ｌならばそれらは、ユーティリティーを柵成する亜要な与件、ある
いは構成要素となるからである。
図表－３
体育からスポーツへの発展とI11i報ユーティリティーの整備による新しい発展ベース
①スポーツターミノロジー（川諮学）の必要性
バベルの塔ではないが、馴犬は実体に対して概念〃l定が暖昧で一致していない。｜玉|際的なスポーツターミ
ノロジーに対川iiiした川語の体系を雑IiMiし、共juMI1lWi1を深める蝋糀作っていく必要がある。これにより、初
めて相互1t』攻や分析なビが可能となる。
②スポーツ活動発生人口算定の原111位方式蕊ｌＷｉ
スポーツ人'二1の決定ほど暖味なものはない。それは1)l111i位のとりかたに'''１題があるかＭ２●。例えばスキー
人'二1想定の場介でも地元観光課、ＪＲ、警察、旅行社、各種スキー関迎'１１体、各省庁などでバラツキが大きす
ぎる。これら活動原単位についての標準的な約束ごとの導入とシステム化が必須である。
③各種調査、統計における質（クオリティー）概念の導入
例えばスポーツ施設調査についても、その品的把１１１１だけて゛はなくその質的（定性的）分析が必要て゛ある。
極々のパターン化の技法を便１１)し、一体どの稗度のレベルであり、どんなデザイン形態(モルホロジー)、機
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能（ファンクション）て゛あり快iKI性（アメニテイー）であるかを指数化して洲iiiできる基準（クライテリア）
が必要て゛あろう。むろん質の追求ととい二全体像（コンセプト）の具体的把握とそれの伝達方式についても
研究されねばならない。
④セグメント化されたスポーツ経営システムの必要性
スポーツの各分野における情報ユーティリティーの実現のベースとなる。各種情報作成およびファイリン
グ>|犬況は雑然としており、ベーシックデータがそろっていない。各レベルに応じた、データベース、例えば
国レベル、地方公共団体（行政）レベル、研究者レベル、ilri導者レベル、一般ilLi費肴や事業者レベルでのセ
グメントされたものの整備が必要である。現在ではあまりにも比間のフリーマーケットにまかせすぎ、ユー
ティリティーの基本となる正確なデータの集積が不十分で、そのまま情報のフローを集積化させ、その処置
を行ってもあまり有効、有為なものとはならない。これに力|ｌえてタテ割り行政が存在し、混乱に一層の輪を
かけている。
⑤マス（大量）情報からパーソナル情報へのアブローチ
いつ、どこでも、誰でもが必要な個人（パーソナルな）スポーツ活動に対する情報提供システムを考える
必要がある。これらはコンピュータ及びコミュニケーションｵ､ツトワークの整IWiにより、実現まであと一歩
の所にある。今までのスポーツ活動に関する情報は技術、｝筒導i去に関するものや、イメージ情報が多かった
が今後は、活動の実施やマネージメントなどに関する情報（施設や場所なビ）への要望が高まろう。
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図表－４スポーツ経尚学のテリトリー
（アドミニストレーション）
⑥lliJli卿1<ｊｌｌ１Ｍさ椎(l<｣発想ではなく多柵１Ｗ7機(I<jIiIi報ユーティリティーの確保へ
従来のような11V'''心のｌＭ１ｉ(191､ツフ゜ダウンのモデルではなく、今後はコンステレーション（腿71）（1<ﾉなＪｌ１１
ＩＩに|【1111度が高くそれぞ↑職能、役;!;11を果たしつつｲﾙ存して行くオ､ツトワーク(1りな情報ユーティリティー空
ｌＩＩ１をつくる必要がある。例えばひとつのセンターに全ての情報を集'１Ｉするという発想は、杵の大艦巨ｌｉ包三iﾐ義
に通じるものでナンセンスである。それぞれの役;1''１分担をし、セグメンテーションしつつｲj機ｉ１りに|對述をｲｲ
して行くシステム力瑚ましい。しかもそれが複ｌＷｌ１<]に存在し、リダンダンシー（ゆとり）を高めて複l11jMりな
兄ﾉﾉが可能なことが民主とｌｉ義|玉ｌ家には必要である。それとともにシステムの全体｢lりなインテリジェント化が
スポーツ経営システムには必要である。
⑦｜静|鮒斉導入の必要性
スポーツ経営学を{ill｢：｡fﾉ:するにあたっては、従)kの古典｢1り経1斉学(1り意識ではなく、`|静&経i斉学という視点が
茄要である。つまり’'１１i報化社会におけるハードウエアとしての米（コメ）にあたるものはICだが、ソフトウ
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エアとして存在するものは、fit終(|<jにはオン・オフやパターンてw1Wi成される情報て゛ある。そしてそれは雑本
的に有料、つまり情報はタグて゛はないのである。I11i報ユーティリティーは情報の流通鮒斉学のＩＩＩｌ題といって
も良く、どのようにしてデータベースを雑え、スタンダード化し、これらをむすぶ情報空|}Ⅱえ､ツトワークを
形成して行くかが今後の課題である。これら|静Nil蝋斉学(1<]な視点が｣ｉｆ本にないと、今後のスポーツ紙↑澱成
立するjliljl拠となるスポーツ経営学の1i胸:はlMliiとなろう。その時:爪要なのは、ソフトウェアや人'''１（ヒュー
マンウエア）のノウハウにﾇiけるjlii切な評Illliである。残念ながらわが'正|では、モノから心へといいつつも実
際には知｢1<｣所有物といえる無形のソフト（例えばノウハウやﾃL1ノミイン）については、その洲lIiが極めて低い。
敢えてilll:言すれば、そのようなものは他の人から平気てり|)11し、真似をしても当たり前といった風潮がある。
このような状況を改め、ソフトを評Illliするように発想の転換をはかる必要がある。ましてや人''１１については
労働ﾉﾉ（レイパー）としての評Illliをj越えた人''１Ⅱ!'iの評{lliというものは、まさに道、遠しといった感を免れな
い。
○一刻も早く'|背報ユーティリティー（マオ､_ジメントインフォメーションシステム）の整備を
すでにヨーロッパではオーストリア、ドイツ、スイスなどを'''心として、スポーツ情報学の研究がさかん
である。これはどちらかという上狭義のスポーツ学の、より効率(1<jな発展を計るために、学問的データの|青
報システムを作ろうとしたのがその発端である。
しかし、わが'五|にとって棚めて711要なのはこのようなスポーツ情報学て゛はない。ヨーロッパの場介その施
設経営に,!iめる公的な比rlIが大きいのてYi､冒業経尚学的な視点は、未発達といってＭといのである。わが'正|の
ようにスポーツ活動の多くを氏iiIi｢、いわゆるスポーツ産業に依存するというスタンスをとるならば、’二１下の
所、至急に必要なのがスポーツiiIhliﾉﾉの繍斉学的、経尚学的視点よりのｲi1l:究である。
それとともに、民'１１１て゛にまでその活動を行うといったいわゆる宮と民の御;'１分組についても、企業経営
学及び公共経営学の立場から研究がすすめられる必要がある。lik近ようやく動脈産業と静脈産業という１１１語
が用いられるに五'１っているが、スポーツ活ｍｊ１は本米、スポーツ・フォア・オールとして考えた静脈産業が正
当的な位置づけであり、メディアイベントとしての、興行的に行われるトップ゜スポーツは例外的な独立:した
カテゴリーに属するものであるという基本的な1111解が必要である。
○スポーツ学研究の将来と、スポーツ経営学
現在の体育学を綱iiIiし、将来への展望をさく゛ろには、まずｶﾞﾘｰに体育学て癖はなく、より大きなフレームと
してスポーツ学というものを考えたい。
そして、このスポーツ学の展|#lを考えていく場合、視点として大まかに見て三つの座標jlilllを決めて兄る゜
これは、図５に示す!(Ⅱ〈Ａ環境jliIl1、Ｂ'１１１題認洲illl、そしてＣﾌﾞjhi去論llillIである。これに力ⅡえてＡ'総合的力lfilづ
け軸がある。
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図表－５
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Ａ環境Iiilll（空'''１時間性jlilll）
この環境jlilllて゛は、主として人|||］（ヒューマン）し環境との接触境界ｉｉｉ（インターフェイス）のあり方に
ついて人'''１のⅡL1次元空lIl］（ｘ、ｙ、ｚ、ｔ､）て゛の拳１１１(二ついて1lx扱い、研究を行う()のて゛ある。このインタ
ーフェイスでは、
（１）ＨＮ（ヒューマン・オ､イチャー）インターフェイス。人ＩｌＩｌと|皇I然環境とのかかわり方を研究する。
（２）Ｈ-Ｍ（ヒューマン･マシーン）インターフェイス。すなわち人'１１１と機lMi、施設、人工的空''１１とのかか
わりあい方を研究するもの。
（３）Ｈ－Ｓ（ヒューマン･ソーシヤルエンパイロメント）人ｌＩＩ]、社会環境インターフェイス。人''１１と社会環境
のかかわり今いを研究するもの。
（４）人'''１－情報環境インターフェイス。人'''1と|青報環境とのかかわりあい方を(1)～(5)まてを含めた統谷的
なものとして研究、行軌科学なども含まれている。
（５）時lIllllilll指|f'１(1)～(4)まてがスペース（空ＩＩｌｌ）指lfilだが、この(5)のみ時lll1llilll指向である。いわゆる肢史
学は、ここに含まれる。これには全ゆろ専lml分野のスポーツ雁史学が該当する。例えば前スポーツ史、
スポーツ史、現代スポーツ現象論、スポーツ未米史などがある。
これらを通じ、変容する社会環境の'１１て゛、ｆｉＩｉに生身の人lll]についてのハードあるいはソフトなフィールド
ワーク的なものも含めたアプローチをする１１１で、総什的に環境を訂iｲilliし、人間のよりよい生き方、行動のし
かたをjBljiiii的（ノーマテイブ）に1ﾘlらかにして行く。
ＢｌＩｌｌ題認識iilll（分野指向、学際指l(１１）
この'１１１題認iiiliiilllは、どちらかというと現実の環境に血JUillし、記述解決(|り､仮説検証的､課題解決的に､様々
の分野について研究を行うものであり、その領域はりiHl[て゛はありとあらゆる分野を含め極めて多岐にわたる
ものである。Ａが縦切りをして束ねて行くような感じとすれば、Ｂは樅切り的て゛あり、そのアプローチの力
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式は、既存の方式を使った探究的（エクスプロラトリー）なものが多くなる。Ａに111111を合わせ、Bjlilll、CjliII1
を回転させるとさまざまな学|{Ⅱ分野が発とける。ざっと挙げてもこれらの分野は、スポーツが付くものとし
ての－学として記述すると
○一政1台､－心理､－神､－哲､－倫1111，○一運動○一万ii去論○トレーニンクヅ去○一パイオメカニック
ス○一教育
○一社会､一法､－経営､－施設､－符1111,-遮営､－組織一文化人類､－言語､－音楽､－医学､－経済､－情
報､一芸術､一美､－マスコミ､－工学､－fill造、である。
さらに、イlHil々の種目について括りなおした分野も考えられる。そして、」二記の分野でも、それぞれについ
てのヒエラルキーを上下すれば、さらに無数の領域を構築することができる。
ここてWi調せねばならぬことは、’二1糊〕}学的ﾌﾞｶﾞ去論によ')三段論i土や分析、総街去が広く応用されること
により、いわゆる学|H1の分業化がおこっていることである。かつて、ギリシヤの時代には－人の偉大な人ＩｌＩｌ
が考えたことは、今日多数の人lIMにより行われている。
現在のところ、これらは複雑多llLhにわたり混乱しているかのように兄える。しかし、すでに従来のような
放射型の研究、すなわち科（＝枝）学ではなく、新しい視点から分1111を枇|折したり束ねようとする協力、つ
まりホリステイック（全体的）なアブ゜ローチが行われはじめている。すなわち部分学としての科学とともに
全体学が必要なのである。これが行われて初めて研究に関しての総合的展望が可能となり、研究の重点化(ポ
ートフォリオ）により研究効率は朴|当lhl-卜しよう。しかし、fi3t終|肌二は常に''11題発見（テーマ）は、人'''１の
素朴な観察眼を基礎とすべきであることを、基本認識として知らねばならない。スポーツ行動それ自体が、
まさにそのような性格を有していろ。
ｃブjni去論jlilll（技柵旨向）
第二次)l(il戦後、`情報処理技術は71脚的な進歩をとげた。とくに、シャノン、ノイマン、ウイーナー等の功
績は、訓Ll1Iliすべきものがある。これらの発達により情報/Mi索、情報Rul1がコンピュータを利用して、情報品
の大小を問わず、極めて客観的に行い得るようになった。リニアプログラミング、オペレーションズリサー
チ、１傭|学的手法は、デジタル的、計m19な情jiil処理へ大きく道をﾘﾄ|いた。それと共にアナログ的'|静|処１１１１
６発達し、モデル計算や、ハイブリッドによるシミュレーションも発達している。今後は益々アナログ、デ
ジタルのハイブリッドによる併用|静|処1111が進むと考えられよう。そして意味論、記号論的な見方が強まり、
ＡＩ（人Ｉ知能）ＡＬ（人工生命）へのさまざまなアプローチが行われよう。
また、実験機器についても、字111|汁1発などによるエレクトロニクスや11111定などを主とする技術の発達によ
')長足の進歩を遂げた点で、この茄去論（技術）の進歩は、情報の分類、jil位、分析、総合、フレーミング
などにより、fill造的作業を容易にするだろう。最終的には、ＡＩとスポーツiili｢動は１'１瓦補完的に密接なかかわ
りを有するようになるだろう。
－２９－ 
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Ａ'総合的ﾉﾉ向づけ－ソーシャル・ゴールー（Ⅲりjlilll）
●●● 
現在て゛はｻﾞT学は、－分野になってしまったが、かつては全ての判Ｉｉの力､なめとなっていたものだった。そ
して、祈学はＩＭＬの秩序のうちにおける人ｌｌｌ１の行為の意味を教えてくれる６のて゛あった。
しかし、自然科学の発達と兀業化社会の進展は、学'''１の分業化、専業化をもたらし、各分野、特に科学技
術の大'lWiiな発達は、哲学が従来の要の位趣であることを忘れ、これを単なる－分lDfとなったかのように誤解
しているように思える。
しかし今後は、ひ上りひとりの実存('<｣実｜護|Ⅱｉを基上し、’二I主ｉ１９な'二|己充足｢'<J1二1己実現をはかることが望ま
れる。さらに自己超越をへてI=I己改111[を'又|ろよりよき人Hllのあり力を集)|if化した型での目指すべき社会|=|標
（ソーシャル・ゴール）への人々の共ｌｉ１ｉ１ｌｉＩ<｣フイード・フォワードl剛lがIUl:究されるべきであろう。それは、
共通の｢｜的にIfT1かうものが、それぞれの立場や条件に応じ、｜当1分の役割を来たすやり方である。この場合、
●●●●● 
l〕剛嘘成に菰要な要素は、４１i命の尊厳というコスモロジーｉ１りな哲学を前提にしつつ
（１）共通の|]標
（２）に|主?性
（３）jlll刀:脇ﾉ］
（４）ＩＬｌｉ=L統lill
などが考えられる。
このようなⅡ的指lfilの刺lをＡ'とし、Ａ、Ｂ、CjlillIとの|對述、特に現実のAjljlllLのズレｊＭをさく゛り、また
はこれを商感度、高lWf谷で修Jliしていくような分野がＡ'jlilllの仕二'１と考えられる。そして、’11三界と人'''１に関し
て我々の時代に応じた、上にきた諸班念のトータルシステム化を持つこと、ｌ１ｌ１ち全てに生命を炊き込むことが
敢要である。
つまり、111念の切れ端のつぎはぎillll[l:でなく、全てが有機的に関連していること力型ましいのである。特
にスポーツにはあらゆる行動の基幹となる41ﾐ物の生命ﾉﾉ｢1り充実があるから必All1lllとのズレプイ１０は､技術文1ﾘ｝
のfillろ方lfil性と無為I:1然の原始の力|(TI性との差をあらわす。これは、技術文1ﾘ[|の進展と川に、どんどん開
いてゆくlWilfT1にある。私達は、このズレプ(１０をどの程度にすべきかという考察を常に迫られているのだ。そし
て１１h球上の閉鎖系（クローズドシステム）か、｜Ⅲ|放系（オープンシステム）を取るか、あるいはどのjIU披の
比率にするかの判|折を迫られている。
○スポーツ学の'二|指す方1句性（Iilli([餓岾からパラダイム）
こうして見ると、IIi!【代のスポーツ学にとって根本的に'''１われているのは、何の為のスポーツ学かというス
ポーツ学の指導的力lfil性というものである。
それは一lMiij明指lfilされたようなlIlIi物ｉ１りなものだけではない｡それは、無限の開かれた可能'！'１を有するもの
である。
いずれにしてもZ1t要なことは、時代の変化とともに社会1Nﾎﾟ造が変わる場合、その１,,て゛常に4,をき生きした人
－３０－ 
スポーツ学の新しいIWilhlとスポーツ経営学について
●●●● 
'''１４'ziiIi｢を指,h,し、その時点で、人''M(二とってかくあるべきスポーツとしての役;ｌｉＩｌを常に'ﾘ'雌に描き出し、位
wiづけるべきであり、その時の客ＩｉＭｉ１９な根拠として、スポーツ学（体育学）は存在すべき使命をもっている
と言える。これらが成功するためには、これらの研究が１１能なfill造的研州llIiiiliづくりが必須であろう。そし
て、ひたむきな現代の修道='二のようなＩ１ｉｉ１１性のある１J}究調･の秀れたＩＭｌｉＬＩ謹性を大切にして、イ''１ぱすような努
力をし、それに適した環境づくりをすることが必要である。
リi1代は、グローバルな、共と'三のlkIi:代であり、総合のlfIi§代であること、また'１]米の宗教に裏付けられた倫理
感にとってかわる新しい環境倫1111学のようなIIlli価体系を必要としている１１判こて゛あり、スポーツはそれと犠接
なかかわりをもつことを関係者は銘記すべきである。
そのような111解に立つと未来へ|(１１かってスポーツの可能性をさく゛るのがスポーツ哲学て癖あるならば、スポ
ーツ経営学とは、現実のパラダイムの''１でその具ni1化の４Ｍｲ鷺像を1ﾘl(iWiにとらえ、マクロ的にスポーツ活1IiI1の
ＩｌＩｉｌ々の局iniにおいてどのようなハード、ソフト、ヒューマンウエアー、マオ､－ジメントあるいは、アドミニ
ストレーションが可能かということを、（'1,1性と洲fllという視点から考え、その生態学（エコロジー）と共41！
（シンパイオシス）を茶本的に考察するものに他ならない。
本来の経営学は､businessadministrationといわれ､社会への}i蝿ﾘﾉを強めつつある企業の行動を研究)kil
象とする学１１１１分野である。
資本主義経i斉のもとでの一般｢'<ｊＭＹ業は、私的尚利をl1的として経済iili1lリル営む糺ljl<Ni体て゛あるが、経営学
はその企業行動をjlilM<Ni体の活Ⅲ)１として分析するところにその本来の認搬化の特｛Ｈ１(がある。
継済活仙を営む糺lM<illi体には、ilU1:接に営利を|=|的としていない公ｲｉｆ業や公共二１１業体協|而剛台等々もあるが、
これらの行う繍斉活動も、それをjIllljlMilt体のiiIinij1として認識したときには総営学の研究対象となりうる。
しかし、スポーツ経営学という視点に立つ場合、その兄力は更に拡大され、スポーツ棚ﾉﾉ領域が立地する
lﾘ社会とのﾈ'１対性において、スポーツ継営(1<｣な諾、ｌＨ標（インディケータ-．パラメーター）が決定される
ことを前提としなければならない。
注）例えはSifl｣玉|におけるスポーツ経営と先進lIilの駕力､な'正'ては今くその化存条件は異なる。したがって、
鮒坤には政ifi、繍斉、文化がサブシステムとして介ｲliiすることを知らねばならない。
したがって、［1本のスポーツ経憐学について、フレームワークや本質論(|<｣なアプローチをするには、文化
人類学、深層MI1学、人'１|]行､１１学（人'''１MM係論）を含めて広いベースで物尊}lが論じられる必要性がある。こ
のことについては、すて゛に経営学の分町て゛はＦ､Ｗ・テイラーの科学的符Ｉ１ｌｌ法から始まり、状況適応理論を経
て、Ｃ､LパーナードやＨＡ・サイモンの近代《||細II1論へと展|＃Ｉする'1'て脳fil山、jill織、指揮、統制等について１１１１
論(1<ﾉ榊築が為された。
これに対して、’三1本の経営学は,ｌｉｉ１１質符I1l1や生産符ＩｌＩ１の手Ｉｉ去を導入、高)史化したものの、iNl細論については
いわゆる集|並|主義とも経営家族三iﾐ義というものをとり、’三1本jiIl1特の経営文化を榊築して来た。ここでは詳し
く立ち入らないが、物質主義の延長て､、ソフトヒューマンウェアを商品として捉える情報化１１糀代における経
営判Ｗｉ去（マーケットイン的）と、本ｲliの人''１１のl〕}(ｌ(f)の喜びを珊生(1<」に柵築していくスポーツ的行動（イ
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ンサイドアウト的)、をにでスクランブルさせ、バランス点を１１Xろかということが､今後のわが国のｲillili雌Ｈ
の決定にも寄与する大きな'１１１題点といえよう。
その点てWiHi営学というの力端めなく、終わりなきパランシングヒ巷談でいわれていることは、ある面で心
理をついているといえよう。
スポーツ経営学というと、とかく施設の綱寺管111拠営やフイットオ､スクラブのマオ､－ジメントやフイージ
ピリテイースタデイのように安易に受けとられがちである。だがスポーツ経営学的な視点はこれからのスポ
ーツ学力計|青報化にさらされてゆく':|'て゛、その求める要のひとつの揃去論となる重要な分野である。し力､し、
それが真に機能を;柳するにはスポーツに対しての全体像が常に把握されていなければならない。この論文
が本格的なスポーツ経営学へのＩＩＩ１題１池起へ、多少なりＭ役立つことを記念する次第である。
－３２－ 
